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Ver.20101222

連絡（おもにメール）費用として、１人年間100円です。

自然遊学館まで。　Tel.０７２－４３１－８４５７

 だれでも入れるの？

 お金はいるの？

 はいるには？

中学生以上。小学生・幼児は保護者（会員）のつきそいが必要です。

⑦　自然の力／記録しています
          川から流れ込む水勢、潮の干満、大阪湾の潮流、

          波浪、防波堤の形状などで、貝塚市を流れる近木川の

          河口干潟は刻々と変化しています。自然は偉大です。

          二色の浜潮騒橋から２ヶ月に１回写真撮影しています。

 わくわくクラブ
　　　　ってなに？

貝塚市立自然遊学館のボランティアグループです。

ポイント１．
　　トンボの池など自然生態園をつくっていく作業

ポイント２．
　　自然に関係あるボランティア活動への選択参加

 なにをするの？

 どんな
　ボランティア活動
　　　　があるの？

①　自然生態園／つくっていきます
         「雨水のみ」「人力のみ」「粘土貼り」「貝塚産」

          の４つのコンセプトにこだわり、ワイワイガヤガヤと

          1997年から毎月１回、水生昆虫調査や維持管理活動

          を続けています。

⑧　その他／やります出かけます
          自然に関わる面白そうなことを企画したり、要請があればボランティアとして出かけます。

          たとえば、カラスやツバメの「ねぐら」さがし、ムササビの巣作り、ビオトープづくり、

          サギのコロニー観察、アカガエルの卵しらべ、次世代人材育成、……。

④　果樹園／体験しています
          人間の手によって自然を保ってきた果樹園。

          紀ノ川市黒川の奥山でハッサクやカキの

          栽培を手伝っています。自然と人間との

          関係を体験しています。

⑤　見学交流会／学びます
          各地の博物館やビオトープなどのイベントに参加し、展示方法や再生された自然など、

          現地見学や活動しているボランティアの皆さんとの交流を図っています。

⑥　「里山の自然」／再生しようとしています
          多様な自然を保ってきた里山地域の田んぼや畑、

          竹林なども荒れ放題。「どこが田んぼ?」の今を

          カエルやタガメのいた昔に戻したいのです。

　裏もみてね……

②　自然遊学館事業／手伝っています
          自然生態園に関わる事業や、自然観察会、

          館内展示などのサポーター活動を行っています。

③　自然観察会／企画や運営をします
          「トンボの池」のヤゴ（トンボの幼虫）やゲンゴロウなどの調査や

          二色の浜の打ち上げ貝類調査、植物調査など身近な自然の調査、

          泉南の池でのヒメミズカマキリ、淡路成ケ島のハマボウ林

          などに触れて、見て感激です。

 


